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超スマート社会とは（政府の見解）

必要なもの・サービスを、必要な人に、必要な

時に、必要なだけ提供し、社会の様々なニーズ

にきめ細かに対応でき、あらゆる人が質の高い

サービスを受けられ、年齢、性別、地域、言語

といったさまざまな違いを乗り越え、いきいき

と快適に暮らすことのできる社会。

Society5.0を生み出す変革は、

科学技術イノベーションが先導

その実現される社会は、
Society5.0とも言われている。

人々に豊かさをもたらすことが期待される。



周囲から取り巻くようにして、ユーザがリラックスできる環境を提供

Soceity5.0 : 未来のリビングルーム

ユーザの嗜好、
ユーザの体調な
どに応じて、テ
レ ビ 番 組 、
BGM、エアコ
ン、照明などの
機器が自律的に
連携して動作。
インターネット
情報も提供



Society5.0 : データ量の爆発

Hawaii
すばる望遠鏡

Chile
アルマ望遠鏡

国立天文台
観測データ

天文観測データの
収集と発信

観測データ

世界中の
研究者が利用



データビリティサイエンス構想
様々な学問分野を通じた

データ収集、分析、活用の重要性

大阪大学にある様々な

関連部門の連携、強化による

学際研究推進

（平成28年4月設置）

そのための情報基盤技術の高度化
Datability Science

Datability is all about the ability to use large 
volumes of data sustainably and responsibly.

[CeBlt 2014, held in Hannover, Germany]

データビリティとは、大規模なデータを持続可
能かつ責任ある形で活用する能力のことです。

［CeBlt 2014（ドイツ、ハノーバー）にて提唱］

【sustainable】
• 継続的な対応を可能にするリソース整備
• データ・マネジメント＆ガバナンスの確立
• セキュリティ対策

【responsible】
• 社会問題／環境問題の解決（スマートシティ、
ヘルスケア、エネルギー活用、経済活動等）

• プライバシー／個人情報の問題



データビリティフロンティア機構

●臨床医学イノベーション
●創薬イノベーション

●芸術解析
●マルチリンガル
●金融・ファイナンス

●スマートセンシング
●光量子クロス
スケール科学

●生命システム
●高次生体イメージング

●脳イメージング

●健康・スポーツ
プロジェクト
●超スマートキャンパス
プロジェクト

●環境イノベーション●物質機能
●材料機能


